
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

空港の安全にかかわる情報 

（平成 26 年度中間まとめ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 27 年 1 月 

国土交通省航空局 
 
 
 
 
  



 
 

はじめに 

 

 

 国土交通省航空局は、国際民間航空条約第 19 条付属に従い、平成 25 年 10 月に「航空安全プロ

グラム（State’s civil aviation safety Programme for Japan）（以下 SSP という。）を策定していま

す。 

 この SSP を実効あるものとしていくため、具体的な実施施策等を整理し航空安全プロクラム実施計

画を定め、この中で安全情報の評価・分析を行い、当該情報を整理し公表するとしています。 

  本報告書は、平成 26 年 4 月～9 月に発生した、空港分野（空港施設・運用業務）にかかわる情報

をとりまとめたものです。 
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Ⅰ．国における航空安全の向上への取組み 

 
（１）航空安全プログラム 

近年、世界的にみて民間航空分野における死亡事故発生率は、下げ止まり傾向にあり、国際民間

航空機関（ICAO）では、今後、航空機の着陸回数の増加に伴い、航空機事故等の発生件数は増加

すると推計しています。これを踏まえ、今以上の安全性向上を図るため、ICAO は、締結国が「State 

Safety Programme （SSP）」を導入することを国際標準としました。 

  これを受け、国土交通省航空局は、民間航空を監督するものとして、民間航空の安全のために、

自らが講ずべき対策を網羅的に定める規程として、「航空安全プログラム」（平成２５年１０月）を策定

しました。 

 

これらの施策の詳細等については、「航空安全プログラム」下記 URL を参照下さい。

http://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk2_000005.html 

 

Ⅱ．安全に関わる情報 

空港施設・運用業務に起因する下記の事態が発生した際、空港管理者から安全情報として報告

がなされます。 

 

１．対象とする事態 

（１）航空法第７６条第１項各号に規定する航空事故のうち、空港の設置管理者が管理する施設又 

は運用に起因する又は起因して発生したおそれのある事態。 

 

（２）航空法第７６条の２に規定する事態（重大インシデント）のうち、空港の設置管理者が管理する 

施設又は運用に起因する又は起因して発生したおそれのある事態。 

   

（３）当該空港において発生した安全上の支障を及ぼす事態 

    ①制限区域内において、地上での作業又は地上の施設若しくは物件に起因する人の死傷、又

は航空機が損傷した事態 

     ・旅客の死傷 

     ・作業又は工事に従事する者が負傷したことにより4日以上の休業となった事態 

     ・航空機と空港施設又は車両若しくはその他の物件等が衝突又は接触することにより航空機

が損傷した事態 

   ②空港の施設、設備、機器等の突発的な不具合により航空機の正常な運航に安全上の支障を

及ぼす事態 

     ・滑走路又は誘導路の舗装面が剥離、陥没、ひび割れ、隆起、轍ぼれ、平坦性が損なわれ

た等があり、緊急補修実施等のための当該場所を実運用時間内に閉鎖した事態 

     ・飛行場灯火施設の障害で、施設停止ノータム事項となった事態 

③誤った操作、運用により航空機の正常な運航に安全上の支障を及ぼす事態 

  ・人又は車両が、管制機関等の進入許可が必要な区域に無許可で進入した事態 

  ・閉鎖区域に航空機が誤って進入した事態 

   ④当該空港の設置管理者が管理する空港内の一般道路の構造や維持管理の不備に起因する

事故により当該空港の利用者等に安全上の支障を及ぼした事態 

     ・舗装面の陥没等に起因する事故により、人が死亡又は重傷を負った事態 

     ・施設（橋梁等）の一部又は全部が破壊したことに等に起因して、人が死亡又は重傷を負っ

た事態 
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  ２．報告発生状況 

 ２－１ 空港の設置管理者が管理する施設又は運用に起因する又は起因して発生した航空機事 

故・重大インシデントの発生件数を表2-1に示します。 

 

表 2-1 

  平成 26 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

航空機事故 0 0 0 0 0 0 0 

重大インシデント 0 0 0 0 1 0 1 

 

２－２ 安全上の支障を及ぼす事態の発生の概要 

 

表 2-2 安全上の支障を及ぼす事態の月別発生件数 

  平成 26 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

安全上の支障を及ぼす事態 3 9 9 17 9 8 55 

 

 

 

制限区域内事故 1 2 3 3 4 3 16 

施設・設備の破損 1 4 5 11 4 3 28 

無許可・誤進入 1 3 1 3 1 2 11 

空港道路の管理不備 0 0 0 0 0 0 0 
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（１） 制限区域内において、地上での作業又は地上の施設若しくは物件に起因する人の死傷、又

は航空機が損傷した事態 

  

表 2-3 制限区域内事故月別発生件数 

  平成 26 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

事故の分類 1 2 3 3 4 3 16 

  人が死亡又は重傷 0 1 0 1 3 2 7 

旅客の死傷 0 1 0 0 0 1 2 

航空機の損傷 1 0 3 2 1 0 7 

 

 

（２） 空港の施設、設備、機器等の突発的な不具合により航空機の正常な運航に安全上の支障を

及ぼす事態 

 

表 2-4 施設・設備の破損月別発生件数 

  平成 26 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

施設破損 1 4 5 11 5 3 28 

  

  

舗装破損 0 0 5 9 5 2 21 

消防機材・車両不具合 1 3 0 2 0 1 7 

 

 

（３） 誤った操作、運用により航空機の正常な運航に安全上の支障を及ぼす事態 

 

表 2-5 無許可・誤進入月別発生件数 

  平成 26 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

 1 3 1 3 1 2 11 

  

  

無許可進入 1 1 0 2 0 2 6 

誤進入 0 2 1 1 1 0 5 

 

 

 

（４）当該空港の設置管理者が管理する空港内の一般道路の構造や維持管理の不備に起因する 

事故により当該空港の利用者等に安全上の支障を及ぼした事態 

 

  ・事案発生件数：0 
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３．航空安全当局が講じた措置等 

  ３－１ これまでの取組 

 

（１）安全情報分析等 

    各空港管理者から報告のあった、安全上の支障を及ぼす事態の要因を分析し、当該事業者

が講じた措置及び対策について確認しています。また、各事案の概要・要因・対策については、

他の空港管理者の安全管理活動において、同類リスクの有無の確認や事態の未然防止策等に

活用できるよう、月毎に取りまとめ、各管理者へ展開し情報共有しています。 

 

（２）空港管理者の安全意識の啓発 

  地方管理空港の実務者を対象とし、安全管理の具体的な運営方法をカリキュラムとした研修を

開催しました。また管理組織内での研修体制が確立している会社管理空港等と安全管理に関

する情報の共有や安全情報の分析評価についての意見交換を行う、空港安全推進懇談会を開

催しました。 

 

（３）空港施設・運用業務における安全促進キャンペーンの実施について 

    以前から手順書に従わなかったことを主因とする、作業車両の誤操作による航空機の損傷等

の事案が発生していたことから、作業手順書遵守の徹底、各作業手順等の手順策定がされた

意味等の理解促進を重点事項とし、各空港管理者主催の安全促進キャンペーンとして制限区

域内で使用する作業車両等の安全講習会の開催、空港委員会メンバーによるランプパトロール

の実施等を 6 月期中に実施する旨要請し、各空港において実施されました。 

 

 

３－２ 今後の取組 

 

   今後とも、継続的に空港安全情報の分析に基づき個別事案への対応を適確に行うとともに、

安全上の支障を及ぼす事態の事案区分に応じて、統計等から導かれる課題を抽出し、それらに

対する安全対策として、下記の検討を行うこととしています。 

   

  （１）制限区域内の安全上の支障を及ぼす事態では、作業手順の不備や不遵守が見受けられるこ

とから、ルールの徹底や日常的な管理として計画的なランプパトロールの実施を要請する。  

また、特殊な車両による接触事故が多いことから、作業内容や作業車両の特性に応じた事故

防止対策として、突起部位の塗装による明示や接触防止センサーの付加等の対策を必要に応

じ要請する。 

 

（２）舗装破損では特定範囲での破損が多いことから、より詳細な原因究明とその対策に向けた検

討を行う。 

 

（３）消火用車両の日常のメンテナンスを徹底するよう要請する。 

   

（４）施設管理・運用業務が複雑かつ多頻度に実施される大規模空港での事案発生件数が多いこ

とから、大規模空港管理者と安全活動の事例報告等情報交換を行う空港安全推進懇談会（年 2

回）を開催し、安全活動の充実を図る。   
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 ４．安全に関する情報の評価・分析と今後の対策 

第１回空港安全情報分析委員会において、平成 26 年度上半期の安全情報の分析と

対策について審議した結果、それぞれの事案について、関係者により必要な対応がとら

れており、引き続き適切にフォローアップを行って行くべきことが確認されました。 

また、今後も引き続き、安全情報の分析に基づき、安全上の支障を及ぼす事態への対

応を適確に行い、安全対策の充実を図ることが必要であるとの評価を受けています。 

 
 
Ⅲ．安全情報一覧 

 
 以下に報告された、安全情報事案の一覧を添付します。 
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

1
重

大
イ

ン
シ

デ
ン

ト
8
月

1
2
日

1
2
時

3
3
分

壱
岐

空
港 滑

走
路

滑
走

路
上

で
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
後

の
清

掃
作

業
中

、
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
が

当
該

滑
走

路
に

着
陸

し
た

。

（
現

在
、

運
輸

安
全

委
員

会
が

調
査

中
）

無
し

・
車

両
か

ら
離

れ
る

際
、

無
線

機
を

携
帯

し
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
り

清
掃

作
業

員
が

速
や

か
に

退
避

で
き

な
か

っ
た

。
・
滑

走
路

上
で

作
業

中
で

あ
り

、
運

航
者

に
空

港
の

運
用

情
報

を
提

供
し

て
い

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

着
陸

を
強

行
し

た
。

車
両

か
ら

離
れ

る
際

に
は

ハ
ン

デ
ィ

無
線

機
を

携
帯

す
る

よ
う

周
知

。
具

体
的

な
内

容
：
①

無
線

機
は

す
ぐ

に
取

り
出

せ
る

よ
う

作
業

着
の

ポ
ケ

ッ
ト

等
に

携
帯

　
②

２
名

体
制

時
の

通
信

担
当

者
の

確
認

　
③

無
線

機
携

帯
状

態
の

相
互

確
認

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

空
港

施
設

・
運

用
業

務
に

起
因

す
る

安
全

情
報

報
告
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

1
航

空
機

の
損

傷
4
月

 8
日

1
6
時

3
0
分

東
京

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

カ
ー

ゴ
ド

ア
を

ク
ロ

ー
ズ

す
る

際
、

カ
ー

ゴ
ド

ア
下

部
が

ハ
イ

リ
フ

ト
ロ

ー
ダ

ー
の

ガ
イ

ド
レ

ー
ル

取
手

部
に

接
触

し
た

。

無
し

・
ハ

イ
リ

フ
ト

ロ
ー

ダ
ー

の
ブ

リ
ッ

ジ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

最
下

部
ま

で
下

降
さ

せ
て

い
な

か
っ

た
。

・
事

前
に

カ
ー

ゴ
ド

ア
動

作
範

囲
内

の
障

害
物

を
確

認
し

な
か

っ
た

。
・
カ

ー
ゴ

ド
ア

動
作

中
、

軌
道

の
監

視
を

怠
っ

た
。

・
　

当
事

者
に

再
教

育
を

実
施

。
・
　

手
順

書
を

改
定

。
・
　

注
意

喚
起

文
書

等
を

発
行

し
、

事
例

紹
介

及
び

以
下

の
事

項
を

周
知

徹
底

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
の

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

2
人

の
死

傷
5
月

 6
日

1
6
時

0
5
分

福
岡

空
港

エ
プ

ロ
ン

到
着

便
の

搭
降

載
作

業
の

た
め

、
ト

ー
イ

ン
グ

ト
ラ

ク
タ

ー
を

運
転

し
、

車
両

通
行

帯
か

ら
ス

ポ
ッ

ト
に

入
ろ

う
と

し
た

と
こ

ろ
前

方
か

ら
歩

い
て

き
た

作
業

員
と

接
触

し
た

。

重
傷

ス
ポ

ッ
ト

の
作

業
状

況
を

注
視

し
過

ぎ
た

た
め

、
前

方
不

注
意

と
な

っ
た

。
・
　

複
数

車
種

の
死

角
検

証
を

行
い

、
安

全
教

育
を

実
施

。
・
　

当
事

者
に

対
し

、
車

両
運

転
適

正
検

査
、

知
識

・
技

能
評

価
を

実
施

。
・
　

注
意

喚
起

文
書

（
２

回
）
を

発
行

し
、

本
事

案
を

周
知

。
・
　

役
員

に
よ

る
ラ

ン
プ

内
の

安
全

巡
視

を
実

施
。

・
　

業
務

委
託

元
の

航
空

会
社

に
て

安
全

通
報

を
発

行
し

、
当

該
事

案
を

周
知

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

3
旅

客
の

死
5
月

1
2
日

高
知

空
港

サ
ー

ブ
３

４
０

型
機

か
ら

降
機

中
旅

客
が

ス
軽

傷
両

手
に

荷
物

を
も

っ
た

ま
ま

降
機

し
た

た
め

バ
旅

客
誘

導
に

か
か

る
手

順
書

を
改

定
各

空
港

管
理

者
に

対
し

事

制
限

区
域

内
事

故

3
旅

客
の

死
傷

5
月

1
2
日

1
5
時

3
0
分

高
知

空
港

エ
プ

ロ
ン

サ
ー

ブ
３

４
０

型
機

か
ら

降
機

中
、

旅
客

が
ス

テ
ッ

プ
で

足
を

踏
み

外
し

転
倒

し
た

。
顔

面
に

裂
傷

を
負

っ
た

。

軽
傷

両
手

に
荷

物
を

も
っ

た
ま

ま
降

機
し

た
た

め
、

バ
ラ

ン
ス

を
崩

し
、

ス
テ

ッ
プ

を
踏

み
外

し
た

。
旅

客
誘

導
に

か
か

る
手

順
書

を
改

定
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

4
航

空
機

の
損

傷
6
月

 4
日

1
1
時

4
0
分

八
尾

空
港

エ
プ

ロ
ン

エ
ン

ジ
ン

動
力

付
き

ト
ー

イ
ン

グ
機

材
の

エ
ン

ジ
ン

を
か

け
た

ま
ま

持
ち

場
を

離
れ

た
隙

に
、

ト
ー

イ
ン

グ
機

材
が

動
き

出
し

、
前

方
に

駐
機

し
て

あ
っ

た
小

型
機

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
に

接
触

し
た

。

無
し

・
作

業
者

が
ト

ー
イ

ン
グ

機
材

か
ら

離
れ

る
際

、
機

材
の

状
態

を
確

認
し

な
か

っ
た

。
・
衝

突
回

避
操

作
を

誤
っ

た
。

・
事

案
発

生
経

緯
及

び
機

材
状

態
の

確
認

徹
底

を
文

書
に

て
周

知
。

・
当

事
者

に
対

し
て

訓
練

を
実

施
。

・
運

用
細

則
を

新
規

制
定

。
・
操

作
パ

ネ
ル

に
機

材
取

扱
時

の
注

意
事

項
及

び
各

レ
バ

ー
の

操
作

方
法

、
適

正
位

置
を

明
示

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

5
航

空
機

の
損

傷
6
月

 7
日

1
4
時

1
3
分

東
京

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

ブ
ー

ム
式

整
備

作
業

車
を

使
用

し
て

航
空

機
の

機
体

上
部

の
点

検
作

業
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

突
風

に
よ

り
作

業
台

が
煽

ら
れ

機
体

に
接

触
し

た
。

無
し

・
気

象
状

況
の

急
変

に
よ

り
、

作
業

台
が

突
風

に
煽

ら
れ

た
。

・
手

順
書

で
定

め
る

基
準

値
内

で
は

あ
っ

た
が

、
風

が
強

く
不

安
定

な
状

態
で

、
作

業
台

を
平

時
と

同
じ

間
隔

ま
で

機
体

に
接

近
さ

せ
た

。

・
天

候
の

変
化

を
踏

ま
え

作
業

実
施

の
判

断
を

行
う

よ
う

指
導

を
実

施
。

・
作

業
実

施
の

可
否

判
断

に
必

要
な

天
候

や
風

の
変

化
に

対
す

る
定

量
的

な
基

準
を

社
内

規
程

に
反

映
し

た
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

6
航

空
機

の
損

傷
6
月

2
3
日

1
5
時

0
0
分

大
阪

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

フ
ー

ド
ロ

ー
ダ

ー
を

航
空

機
に

接
近

さ
せ

る
際

、
フ

ロ
ア

マ
ッ

ト
が

ず
れ

、
ブ

レ
ー

キ
と

ア
ク

セ
ル

を
同

時
に

踏
み

込
ん

で
し

ま
い

、
フ

ー
ド

ロ
ー

ダ
ー

が
通

常
の

停
止

位
置

を
超

え
て

停
止

し
、

そ
の

際
、

機
体

右
後

方
下

部
の

整
流

板
と

接
触

し
た

。

無
し

・
フ

ロ
ア

マ
ッ

ト
に

滑
り

止
め

が
な

く
、

ま
た

、
固

定
も

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
・
機

体
と

フ
ー

ド
ロ

ー
ダ

ー
の

距
離

が
近

か
っ

た
。

・
社

内
で

事
例

共
有

と
再

発
防

止
策

を
周

知
。

・
委

託
航

空
会

社
は

当
該

機
種

就
航

全
空

港
に

対
し

、
事

象
の

共
有

と
再

発
防

止
策

を
周

知
。

・
当

該
車

両
の

車
内

フ
ロ

ア
マ

ッ
ト

を
改

修
。

・
手

順
書

を
変

更
し

た
。

・
機

体
と

の
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
が

確
保

で
き

る
よ

う
、

誘
導

バ
ー

を
改

修
。

・
運

転
者

・
誘

導
者

に
対

し
、

再
教

育
を

実
施

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

7
航

空
機

の
損

傷
7
月

1
4
日

1
4
時

0
0
分

八
尾

空
港

エ
プ

ロ
ン

エ
ン

ジ
ン

動
力

付
き

ト
ー

イ
ン

グ
機

材
に

て
自

社
機

を
バ

ッ
ク

で
ト

ー
イ

ン
グ

中
、

側
溝

の
段

差
に

よ
り

機
首

が
跳

ね
上

が
り

、
機

体
尾

部
の

タ
イ

ダ
ウ

ン
ス

キ
ッ

ド
が

機
体

格
納

用
昇

降

無
し

・
側

溝
と

ス
ロ

ー
プ

の
間

に
段

差
が

あ
り

、
そ

の
先

の
ス

ロ
ー

プ
が

急
で

あ
っ

た
た

め
、

主
脚

を
中

心
に

モ
ー

メ
ン

ト
が

働
い

た
と

推
察

さ
れ

る
。

・
機

体
後

方
に

カ
メ

ラ
２

台
を

搭
載

し
て

い
た

た

・
作

業
手

順
や

訓
練

に
係

る
内

容
に

つ
い

て
整

備
部

長
通

達
を

作
成

・
笛

に
よ

る
誘

導
要

領
を

作
成

・
側

溝
周

辺
に

ゴ
ム

マ
ッ

ト
を

敷
き

段
差

を
解

消

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。
の

タ
イ

ダ
ウ

ン
ス

キ
ッ

ド
が

機
体

格
納

用
昇

降
機

の
台

に
接

触
し

た
。

機
体

後
方

に
カ

メ
ラ

２
台

を
搭

載
し

て
い

た
た

め
、

機
体

重
心

が
後

方
に

あ
っ

た
。

側
溝

周
辺

に
ゴ

ム
マ

ッ
ト

を
敷

き
、

段
差

を
解

消
・
ト

ー
イ

ン
グ

機
材

の
改

修
を

実
施

を
確

認
し

た
。

8
人

の
死

傷
7
月

1
4
日

8
時

3
8
分

宮
崎

空
港

エ
プ

ロ
ン

警
備

員
が

、
急

な
ス

ポ
ッ

ト
変

更
に

よ
り

、
隣

の
ス

ポ
ッ

ト
に

徒
歩

で
移

動
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
航

空
機

牽
引

車
の

ミ
ラ

ー
に

安
全

ベ
ス

ト
が

引
っ

か
か

り
転

倒
し

、
破

損
し

た
ミ

ラ
ー

破
片

で
左

手
を

負
傷

し
た

。

軽
傷

・急
な

ス
ポ

ッ
ト

変
更

に
慌

て
た

。
・
ス

ポ
ッ

ト
内

を
移

動
す

る
際

の
周

囲
の

確
認

不
足 ・
移

動
動

線
の

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
を

行
っ

た
。

・
　

ス
ポ

ッ
ト

変
更

情
報

を
事

前
に

入
手

で
き

る
よ

う
体

制
を

変
更

し
た

。
・
　

全
職

員
に

対
し

て
、

座
学

教
育

及
び

現
場

教
育

を
実

施
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

9
航

空
機

の
損

傷
7
月

2
4
日

8
時

3
0
分

関
西

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

航
空

機
に

ト
ー

バ
ー

を
取

り
付

け
た

後
、

航
空

機
牽

引
車

を
ト

ー
バ

ー
に

接
続

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

取
り

付
け

位
置

で
停

止
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、

当
該

車
両

が
ト

ー
バ

ー
に

接
触

し
、

そ
の

反
動

で
ト

ー
バ

ー
は

押
し

出
さ

れ
、

航
空

機
に

損
傷

を
与

え
た

。

無
し

・
検

証
の

結
果

、
ブ

レ
ー

キ
ペ

ダ
ル

の
下

部
を

踏
み

込
む

と
ブ

レ
ー

キ
が

利
か

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
・
事

故
発

生
時

、
運

転
者

の
訓

練
中

だ
っ

た
が

、
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
は

同
乗

し
て

お
ら

ず
、

緊
急

停
止

操
作

が
で

き
な

か
っ

た
。

・
ブ

レ
ー

キ
ペ

ダ
ル

の
踏

み
込

み
位

置
の

違
い

に
よ

る
車

両
制

動
の

危
険

性
を

理
解

す
る

資
料

を
作

成
し

、
リ

カ
レ

ン
ト

訓
練

を
実

施
。

・
航

空
機

牽
引

車
の

緊
急

停
止

操
作

要
領

を
制

定
。

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
の

役
割

を
業

務
連

絡
に

て
周

知
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

10



番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

10
人

の
死

傷
8
月

 4
日

7
時

2
5
分

関
西

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

貨
物

搭
載

作
業

の
た

め
、

ハ
イ

リ
フ

ト
ロ

ー
ダ

ー
の

メ
イ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

コ
ン

テ
ナ

ド
ー

リ
ー

の
高

さ
に

合
わ

せ
よ

う
と

、
降

下
さ

せ
た

際
、

当
該

車
両

の
脇

に
い

た
誘

導
者

の
足

が
ハ

イ
リ

フ
ト

ロ
ー

ダ
ー

と
地

面
の

間
に

挟
ま

れ
た

。

軽
傷

・
誘

導
者

自
身

の
立

ち
位

置
が

車
両

に
近

す
ぎ

た
。

・
誘

導
者

自
身

が
自

分
の

足
元

に
注

意
を

払
わ

な
か

っ
た

。
・
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

車
両

周
囲

の
安

全
確

認
を

怠
っ

た
。

・
　

誘
導

者
の

立
ち

位
置

や
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

安
全

確
認

の
方

法
を

手
順

書
に

明
記

。
・
　

当
事

者
に

対
し

て
、

不
安

全
箇

所
の

再
教

育
を

実
施

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

11
人

の
死

傷
8
月

 8
日

9
時

5
0
分

東
京

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン
付

近

貨
物

上
屋

前
荷

捌
き

エ
リ

ア
に

て
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
が

コ
ン

テ
ナ

整
列

の
た

め
後

退
し

た
際

に
、

立
哨

警
備

を
終

え
て

、
待

機
室

に
向

け
歩

行
中

の
警

備
員

に
接

触
し

た
。

軽
傷

・
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

運
転

者
の

周
囲

の
安

全
確

認
及

び
後

方
確

認
の

不
足

。
・
警

備
員

の
歩

行
動

線
が

定
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
。

・
歩

行
中

の
警

備
員

の
危

機
意

識
不

足
。

・
　

安
全

運
転

に
つ

い
て

注
意

喚
起

。
・
　

安
全

教
育

を
実

施
。

・
　

警
備

員
の

歩
行

動
線

を
安

全
表

示
テ

ー
プ

（
黄

色
と

黒
色

の
縞

）
に

よ
り

明
示

。
・
　

全
警

備
員

に
対

し
て

安
全

教
育

を
実

施
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

12
人

の
死

傷
8
月

1
0
日

1
2
時

3
2
分

東
京

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン
付

近

警
備

車
両

が
、

前
方

の
一

時
停

止
線

か
ら

走
行

を
始

め
た

ば
か

り
の

ト
ー

イ
ン

グ
ト

ラ
ク

タ
ー

に
連

結
さ

れ
た

最
後

尾
の

コ
ン

テ
ナ

ド
ー

リ
ー

に
追

突
し

た
。

軽
傷

・
視

界
不

良
の

状
況

下
で

更
な

る
減

速
を

行
わ

な
か

っ
た

。
（
追

突
時

は
時

速
５

～
８

ｋ
ｍ

程
度

で
あ

っ
た

）
・
視

界
不

良
の

状
況

下
で

前
照

灯
を

点
灯

し
な

か
っ

た
。

・
前

方
に

停
車

し
て

い
る

ト
ー

イ
ン

グ
ト

ラ
ク

タ
ー

は
視

認
し

た
も

の
の

、
こ

れ
を

単
独

車
と

認
識

し
て

し
ま

い
ド

リ
が

連
結

さ
れ

て
い

る
か

も

・
　

ト
ー

イ
ン

グ
ト

ラ
ク

タ
ー

の
後

方
走

行
時

の
注

意
事

項
を

周
知

。
・
　

安
全

運
転

教
育

を
実

施
 。

・
　

「
安

全
運

転
」
の

唱
和

に
「
悪

天
候

時
の

注
意

走
行

」
を

追
加

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

て
し

ま
い

、
ド

ー
リ

ー
が

連
結

さ
れ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

危
険

予
知

に
不

足
が

あ
っ

た
。

13
航

空
機

の
損

傷
8
月

1
7
日

2
0
時

0
0
分

関
西

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

ス
ポ

ッ
ト

内
で

、
給

油
車

両
（
サ

ー
ビ

サ
ー

）
が

、
給

油
終

了
後

、
航

空
機

に
燃

料
ホ

ー
ス

を
接

続
し

た
ま

ま
発

車
し

た
め

、
航

空
機

側
の

給
油

口
レ

セ
プ

タ
ク

ル
が

破
損

し
た

。
そ

の
際

、
ホ

ー
ス

内
に

残
っ

て
い

た
燃

料
が

漏
洩

し
た

。

無
し

・
手

順
の

不
遵

守
。

・
車

両
の

安
全

装
置

に
対

す
る

不
適

切
な

操
作

。
・
次

の
作

業
へ

の
焦

り
。

・
給

油
作

業
者

全
員

に
対

し
、

所
長

と
次

長
に

よ
る

個
人

面
談

を
実

施
。

・
給

油
作

業
手

順
書

を
再

教
育

し
、

作
業

資
格

の
再

審
査

を
実

施
。

・
全

車
安

全
装

置
の

作
動

再
確

認
。

・
職

場
環

境
の

現
状

把
握

と
改

善
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

14
旅

客
の

死
傷

9
月

1
5
日

2
0
時

4
0
分

名
古

屋
飛

行
場 エ

プ
ロ

ン

到
着

旅
客

が
タ

ー
ミ

ナ
ル

ビ
ル

に
向

か
う

際
、

エ
プ

ロ
ン

ル
ー

フ
の

外
側

を
誘

導
し

た
た

め
、

旅
客

が
、

エ
プ

ロ
ン

ル
ー

フ
を

固
定

し
て

い
る

ワ
イ

ヤ
ー

に
足

を
引

っ
掛

け
て

転
倒

し
負

傷
し

た
。

軽
傷

・
手

順
書

に
旅

客
誘

導
経

路
の

記
載

が
な

か
っ

た
。

・
ワ

イ
ヤ

ー
の

明
示

が
不

十
分

だ
っ

た
。

・
　

全
便

で
エ

プ
ロ

ン
ル

ー
フ

の
中

を
誘

導
す

る
こ

と
と

し
、

手
順

書
に

明
記

。
・
　

通
常

運
用

時
は

ワ
イ

ヤ
ー

を
外

す
。

・
　

ワ
イ

ヤ
ー

を
取

り
付

け
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

（
風

速
２

０
ｍ

／
秒

以
上

）
は

、
ワ

イ
ヤ

ー
に

赤
色

ホ
ー

ス
を

設
置

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

15
航

空
機

の
損

傷
9
月

1
6
日

1
3
時

4
5
分

大
阪

国
際

空
港 エ

プ
ロ

ン

フ
ー

ド
ロ

ー
ダ

ー
の

荷
台

を
上

昇
さ

せ
た

際
、

機
体

と
の

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

が
狭

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
上

昇
を

停
止

さ
せ

た
が

、
間

に
合

わ
ず

、
車

両
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

床
面

が
機

体
に

接
触

し
た

。

無
し

・
手

順
書

に
明

確
な

停
止

位
置

の
記

載
が

な
か

っ
た

た
め

、
停

止
位

置
が

不
適

切
だ

っ
た

。
・
運

転
者

及
び

誘
導

者
は

そ
れ

ぞ
れ

車
両

の
停

止
位

置
を

確
認

し
て

お
り

、
お

互
い

に
相

手
が

確
認

を
し

て
い

る
の

で
、

停
止

位
置

に
問

題
な

い
と

思
い

込
ん

だ
。

・
周

囲
の

状
況

か
ら

、
車

両
を

航
空

機
に

対
し

て
少

し
斜

め
に

駐
車

し
た

。

・
事

案
の

概
要

と
以

下
の

２
点

を
全

社
員

に
周

知
し

、
手

順
書

に
盛

り
込

む
。

　
①

車
両

の
停

止
位

置
の

確
認

　
②

２
名

で
目

視
監

視
を

実
施

・
車

両
荷

台
部

分
の

改
修

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

16
人

の
死

傷
9
月

2
1
日

7
時

2
0
分

富
山

空
港

エ
プ

ロ
ン

付
近

作
業

者
が

ト
ラ

ッ
ク

の
運

転
席

か
ら

降
り

る
際

、
濡

れ
た

ス
テ

ッ
プ

で
足

を
滑

ら
せ

落
下

し
た

。

軽
傷

・
右

手
に

フ
ァ

イ
ル

を
持

っ
て

い
た

た
め

、
左

手
の

み
で

乗
降

用
握

り
手

を
掴

み
降

車
し

た
。

・
足

を
乗

せ
る

ス
テ

ッ
プ

が
濡

れ
て

滑
り

や
す

か
っ

た
。

・
　

ト
ラ

ッ
ク

乗
降

時
に

お
け

る
３

点
支

持
の

基
本

原
則

の
徹

底
・
　

ト
ラ

ッ
ク

乗
降

時
等

に
お

け
る

滑
り

止
め

手
袋

装
着

・
　

ト
ラ

ッ
ク

乗
降

時
に

お
け

る
手

荷
物

把
持

の
厳

禁

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
が

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。
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番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
（
作

業
方

法
の

見
直

し
、

点
検

強
化

等
）

航
空

局
の

措
置

1
6
月

4
日

1
4
時

2
0
分

成
田

国
際

空
港

誘
導

路
・
当

該
誘

導
路

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
の

異
常

に
つ

い
て

パ
イ

ロ
ッ

ト
レ

ポ
ー

ト
が

あ
り

、
路

面
を

確
認

し
破

損
を

発
見

・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

。

・
ブ

リ
ス

タ
リ

ン
グ

に
る

膨
れ

が
あ

り
、

膨
ら

ん
だ

凸
部

に
ク

ラ
ッ

ク
が

集
中

し
破

損
。

・
路

面
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
2
.0

m
×

横
0
.4

m
）

・
1
6
時

4
9
分

運
用

再
開

・
緊

急
補

修
以

降
運

用
時

間
中

現
場

点
検

４
回

実
施

・
同

日
夜

間
に

周
辺

調
査

を
実

施
し

補
修

工
事

（
加

熱
合

材
：
縦

4
0
m

×
横

4
.5

m
×

厚
さ

8
c
m

）
・
6
月

5
日

　
所

内
関

係
者

連
絡

会
議

に
お

い
て

事
案

の
報

告
を

実
施

し
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

・
層

間
は

く
離

が
広

範
囲

に
お

よ
ぶ

可
能

性
を

考
慮

し
、

当
該

誘
導

路
の

同
断

面
の

範
囲

に
つ

い
て

、
切

削
打

換
に

よ
る

補
修

を
年

度
内

に
実

施
を

計
画

。
・
供

試
体

採
取

に
よ

り
材

料
の

状
況

を
観

察
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

2
6
月

1
0
日

1
7
時

2
0
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・
パ

イ
ロ

ッ
ト

よ
り

当
該

誘
導

路
に

小
石

散
乱

の
連

絡
あ

り
、

現
地

確
認

に
よ

り
、

誘
導

路
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

破
損

（
0
.3

m
×

0
.3

m
）
を

確
認

し
た

。
・
同

日
深

夜
に

補
修

を
実

施
。

・
老

朽
化

に
よ

り
発

生
し

た
微

細
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
降

雨
に

よ
り

浸
水

し
た

部
位

に
、

繰
り

返
し

載
荷

し
骨

材
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

が
分

離
し

破
損

。

・
路

面
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

補
修

に
よ

る
周

辺
誘

導
路

閉
鎖

に
よ

る
運

用
影

響
を

勘
案

し
、

即
時

着
手

を
見

送
り

深
夜

に
補

修
す

る
こ

と
と

し
た

。
・
補

修
実

施
（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
：
縦

4
.0

ｍ
×

横
4
.0

m
×

厚
さ

1
1
c
m

）
・
6
月

1
1
日

6
時

運
用

再
開

・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有
。

・
今

年
度

、
1
0
月

頃
改

良
工

事
を

予
定

。
・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

3
6
月

1
5
日

1
5
時

1
3
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・
パ

イ
ロ

ッ
ト

よ
り

当
該

誘
導

路
の

舗
装

に
隆

起
が

あ
る

と
の

連
絡

あ
り

、
現

場
確

認
し

、
破

損
（
0
.3

5
m

×
4
.0

m
）
を

確
認

し
た

。
・
同

日
深

夜
に

補
修

を
実

施
。

・
過

去
の

補
修

箇
所

と
隣

接
す

る
施

工
目

地
部

か
ら

降
雨

に
よ

り
浸

水
し

、
ブ

リ
ス

タ
リ

ン
グ

に
よ

り
隆

起
・
隆

起
し

た
箇

所
に

荷
重

が
載

荷
し

破
損

・
路

面
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

補
修

に
よ

る
周

辺
誘

導
路

閉
鎖

に
よ

る
運

用
影

響
を

勘
案

し
、

即
時

着
手

を
見

送
り

深
夜

に
補

修
す

る
こ

と
と

し
た

。
・
補

修
実

施
（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
縦

4
.0

m
×

横
3
.5

m
×

厚
さ

8
c
m

）
・
6
月

1
6
日

6
時

運
用

再
開

・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有
。

・
過

年
度

の
補

修
の

施
工

目
地

に
つ

い
て

、
開

き
等

予
兆

の
あ

る
場

合
は

巡
回

点
検

時
に

充
填

等
を

徹
底

す
る

。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

4
6
月

2
5
日

1
7
時

5
0
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・
パ

イ
ロ

ッ
ト

よ
り

当
該

誘
導

路
に

舗
装

破
損

あ
る

と
の

連
絡

あ
り

、
現

場
確

認
し

破
損

（
0
.6

ｍ
×

0
.4

ｍ
）
を

確
認

。
・
舗

装
の

破
損

状
況

か
ら

緊
急

補
修

を
実

施
。

・
老

朽
化

に
よ

り
発

生
し

た
微

細
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
降

雨
に

よ
り

浸
水

し
た

部
位

に
、

繰
り

返
し

載
荷

し
骨

材
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

が
分

離
し

破
損

。

・
路

面
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

常
温

合
材

に
よ

る
緊

急
補

修
（
常

温
合

材
：
縦

0
.6

m
×

横
0
.4

m
×

厚
さ

5
c
m

）
・
1
9
:4

0
運

用
再

開
・
2
6
日

早
朝

に
本

復
旧

実
施

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
縦

1
.6

ｍ
×

横
1
.0

ｍ
×

厚
さ

9
ｃ
ｍ

）
・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有
。

・
当

該
経

路
は

、
設

計
条

件
（
作

用
反

復
回

数
）
等

の
精

査
検

討
を

踏
ま

え
た

設
計

と
す

る
。

・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

舗
装

破
損
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番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
（
作

業
方

法
の

見
直

し
、

点
検

強
化

等
）

航
空

局
の

措
置

5
6
月

2
9
日

4
時

4
0
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ツ
ク

に
よ

り
、

当
該

誘
導

路
に

破
損

発
見

の
連

絡
あ

り
、

施
設

管
理

担
当

が
現

地
に

て
破

損
（
0
.3

×
0
.4

m
）
を

確
認

。
・
舗

装
の

破
損

状
況

か
ら

、
緊

急
補

修
を

実
施

。
・
翌

日
に

周
辺

で
異

音
及

び
ク

ラ
ッ

ク
が

認
め

ら
れ

た
箇

所
も

含
め

補
修

を
実

施
。

・
老

朽
化

に
よ

り
発

生
し

た
微

細
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
降

雨
に

よ
り

浸
水

し
た

部
位

に
、

繰
り

返
し

載
荷

し
骨

材
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

が
分

離
し

破
損

。

・
現

場
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
0
.6

m
×

横
0
.8

m
×

厚
さ

5
c
m

）
・
7
:0

0
運

用
再

開
・
1
日

早
朝

に
周

辺
状

況
を

踏
ま

え
て

補
修

実
施

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

）
縦

2
.2

2
ｍ

×
横

1
..2

ｍ
×

厚
さ

9
ｃ
ｍ

）
・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有
。

・
当

該
経

路
は

、
設

計
条

件
（
作

用
反

復
回

数
）
等

の
精

査
検

討
を

踏
ま

え
た

設
計

と
す

る
。

・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

6
7
月

8
日

1
2
時

4
0
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ツ
ク

に
よ

り
、

当
該

誘
導

路
に

破
損

発
見

の
連

絡
あ

り
、

施
設

管
理

担
当

が
現

地
に

て
破

損
（
0
.3

×
0
.7

ｍ
、

0
.4

×
0
.5

ｍ
）
の

2
箇

所
の

破
損

を
確

認
。

・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

・
老

朽
化

に
よ

り
発

生
し

た
微

細
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
降

雨
に

よ
り

浸
水

し
た

部
位

に
、

繰
り

返
し

載
荷

し
骨

材
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

が
分

離
し

破
損

。

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
縦

9
.5

m
×

横
3
.0

m
×

厚
さ

9
c
m

）
・
1
7
時

1
5
分

運
用

再
開

・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有

・
巡

回
点

検
強

化
（
徒

歩
目

視
、

頻
度

1
回

/
週

）
。

・
破

損
の

集
中

し
た

、
当

該
誘

導
路

の
区

間
は

、
7
月

下
旬

に
補

修
を

実
施

。
・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

7
7
月

9
日

7
時

0
分

静
岡

空
港

滑
走

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

時
に

滑
走

路
端

か
ら

3
0
0
m

付
近

の
6
.5

×
8
.0

ｍ
に

範
囲

に
1
5
箇

所
の

舗
装

は
く
離

の
点

在
を

発
見

。
（
破

損
形

状
最

大
2
0
×

1
5
×

厚
4
ｃ

ｍ
～

最
小

3
×

3
×

厚
2
ｃ
ｍ

）
・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

前
日

夜
間

に
発

生
し

た
雷

の
落

雷
と

推
定

。
（
当

該
地

域
に

落
雷

注
意

報
が

7
月

8
日

　
4
:4

0
～

7
月

1
0
日

1
0
:0

0
　

に
か

け
て

断
続

的
に

発
表

）

・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
）

・
9
時

4
5
分

運
用

再
開

・
空

港
内

事
業

者
へ

電
話

連
絡

に
よ

り
情

報
共

有
・
管

理
組

織
内

の
定

例
会

議
（
7
月

9
日

）
に

て
報

告
し

情
報

共
有

・
7
月

1
4
日

緊
急

補
修

箇
所

を
別

材
料

で
補

修
を

実
施

（
緊

急
補

修
箇

所
に

異
常

は
な

っ
か

た
が

、
今

後
の

耐
久

性
を

期
待

し
た

も
の

）

・
落

雷
等

異
常

気
象

後
の

点
検

は
よ

り
注

意
し

路
面

異
常

を
確

認
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

8
7
月

1
1
日

1
4
時

0
分

大
阪

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

時
に

舗
装

破
損

を
発

見
し

、
施

設
管

理
担

当
が

現
地

に
て

破
損

（
0
.5

×
0
.5

m
、

隆
起

2
c
m

）
を

確
認

。
・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

。
・
運

航
へ

の
影

響
：
遅

延
1
4
機

（
最

大
2
8
分

）

・
過

去
の

補
修

の
施

工
目

地
及

び
経

年
劣

化
に

よ
り

発
生

し
た

ク
ラ

ッ
ク

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
る

ブ
リ

ス
タ

リ
ン

グ
が

発
生

。
・
ブ

リ
ス

タ
リ

ン
グ

し
た

部
位

に
載

荷
し

ク
ラ

ッ
ク

が
集

中
し

破
損

。

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

実
施

（
常

温
合

材
：
縦

0
.6

5
m

×
横

0
.6

5
ｍ

×
厚

さ
8
c
m

）
・
1
4
時

4
5
分

運
用

再
開

・
同

日
の

運
用

時
間

外
に

本
復

旧
実

施
（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
：
縦

1
.1

m
×

横
8
.2

ｍ
×

厚
さ

7
c
m

）
・
管

理
者

内
に

緊
急

メ
ー

ル
に

よ
る

情
報

共
有

・
夏

期
（
6
月

～
1
0
月

）
は

目
視

点
検

４
回

/
週

、
赤

外
線

カ
メ

ラ
調

査
１

回
/
週

等
の

点
検

を
実

施
し

て
お

り
、

今
後

の
発

生
状

況
に

よ
り

対
応

す
る

。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。
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番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
（
作

業
方

法
の

見
直

し
、

点
検

強
化

等
）

航
空

局
の

措
置

9
7
月

1
1
日

6
時

3
9
分

関
西

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ッ

ェ
ク

時
に

舗
装

破
損

を
発

見
、

施
設

管
理

担
当

が
現

地
に

て
舗

装
破

損
（
0
.2

6
×

0
.2

4
m

）
を

確
認

・
破

損
状

況
に

よ
り

緊
急

補
修

を
実

施

灯
器

目
地

周
り

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
り

軟
化

し
た

箇
所

に
、

ノ
ー

ズ
ギ

ア
の

載
荷

に
よ

り
、

灯
器

と
の

間
に

応
力

集
中

し
、

局
所

的
に

破
損

。

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

0
.4

×
0
.3

m
×

厚
さ

8
c
m

）
を

実
施

・
9
時

0
分

運
用

再
開

・
7
月

1
7
日

早
朝

に
補

修
（
加

熱
合

材
：
0
.8

×
0
.9

m
×

厚
さ

1
6
c
m

）
を

実
施

・
管

理
者

組
織

内
情

報
共

有

・
現

状
の

車
上

目
視

点
検

に
加

え
、

灯
器

周
り

は
打

音
点

検
を

合
わ

せ
て

行
う

。
各

空
港

管
理

者
へ

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

1
0

7
月

1
1
日

1
5
時

1
2
分

関
西

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ッ

ェ
ク

時
に

舗
装

破
損

を
発

見
、

施
設

管
理

担
当

が
現

地
に

て
、

舗
装

破
損

（
0
.3

×
1
.5

m
）

を
確

認
・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

灯
器

目
地

周
り

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
り

軟
化

し
た

箇
所

に
、

ノ
ー

ズ
ギ

ア
の

載
荷

に
よ

り
、

灯
器

と
の

間
に

応
力

集
中

し
、

局
所

的
に

破
損

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

実
施

（
常

温
合

材
：
0
.3

×
0
.1

5
×

厚
さ

3
.5

c
m

）
を

実
施

・
1
8
時

0
分

運
用

再
開

・
7
月

1
2
日

早
朝

に
補

修
（
加

熱
合

材
：
1
.5

×
0
.9

ｍ
×

厚
さ

1
9
c
m

）
を

実
施

・
管

理
者

組
織

内
情

報
共

有

・
現

状
の

車
上

目
視

点
検

に
加

え
、

灯
器

周
り

は
打

音
点

検
を

合
わ

せ
て

行
う

。
各

空
港

管
理

者
へ

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

1
1

7
月

1
2
日

5
時

1
0
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ツ
ク

に
よ

り
、

当
該

誘
導

路
に

破
損

発
見

の
連

絡
あ

り
、

施
設

管
理

担
当

が
現

地
に

て
破

損
形

状
（
1
.0

×
0
.8

ｍ
）
を

確
認

・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

・
老

朽
化

に
よ

り
発

生
し

た
微

細
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
降

雨
に

よ
り

浸
水

し
た

部
位

に
、

繰
り

返
し

載
荷

し
骨

材
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

が
分

離
し

破
損

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
：
縦

1
.5

m
×

横
1
.5

m
×

厚
さ

5
c
m

）
・
7
時

運
用

再
開

・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有

・
巡

回
点

検
強

化
（
徒

歩
目

視
、

頻
度

1
回

/
週

）
。

・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

1
2

7
月

1
9
日

7
時

2
4
分

小
松

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

時
に

舗
装

破
損

を
発

見
、

現
地

確
認

し
破

損
（
0
.2

×
0
.4

5
m

×
隆

起
2
c
m

）
を

確
認

・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

・
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
雨

水
が

侵
入

し
、

温
度

上
昇

に
よ

る
ブ

リ
ス

タ
リ

ン
グ

が
発

生
・
発

生
し

た
部

位
に

載
荷

が
載

荷
し

破
損

・
エ

プ
ロ

ン
手

前
の

平
行

誘
導

路
で

あ
り

ブ
レ

－
キ

ン
グ

に
よ

る
荷

重
影

響
の

関
与

も
想

定
さ

れ
る

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
加

熱
合

材
：

縦
1
.1

m
×

横
1
.6

ｍ
×

厚
さ

7
c
m

）
・
1
3
時

:3
0
分

運
用

再
開

・
緊

急
時

連
絡

体
制

表
に

よ
る

連
絡

及
び

メ
ー

ル
に

よ
る

情
報

共
有

・
同

一
断

面
箇

所
で

周
辺

に
ク

ラ
ッ

ク
が

発
生

し
て

お
り

、
同

様
な

破
損

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
当

該
箇

所
を

含
め

8
月

中
旬

に
補

修
を

実
施

。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

1
3

7
月

3
0
日

5
時

０
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ツ
ク

に
よ

り
、

当
該

誘
導

路
に

破
損

発
見

の
連

絡
あ

り
、

施
設

管
理

担
当

者
が

現
地

に
て

破
損

形
状

（
0
.5

×
0
.5

ｍ
）
の

破
損

（
灯

器
周

辺
の

隆
起

）
を

確
認

・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

・
灯

器
目

地
部

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
り

軟
化

し
た

箇
所

に
、

航
空

機
載

荷
に

よ
り

、
灯

器
と

の
間

に
応

力
集

中
し

、
局

所
的

に
破

損

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
0
.6

5
m

×
横

0
.6

m
×

厚
さ

5
c
m

）
・
6
時

:3
5
分

運
用

再
開

・
8
月

1
日

早
朝

に
本

復
旧

実
施

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
：
縦

5
.0

m
×

横
5
.0

m
×

厚
さ

8
c
m

）
・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有

・
巡

回
点

検
強

化
（
徒

歩
目

視
、

頻
度

1
回

/
週

）
。

・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。
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番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
（
作

業
方

法
の

見
直

し
、

点
検

強
化

等
）

航
空

局
の

措
置

1
4

7
月

3
1
日

1
3
時

5
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・パ

イ
ロ

ッ
ト

レ
ポ

ー
ト

に
よ

り
誘

導
路

の
舗

装
破

損
に

つ
い

て
連

絡
あ

り
、

運
用

担
当

、
施

設
管

理
担

当
が

現
地

に
て

（
①

0
.5

×
0
.2

m
、

②
0
.7

×
0
.7

m
）
2
箇

所
の

破
損

を
確

認
・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

①
灯

器
目

地
、

配
管

埋
設

時
の

舗
装

目
地

部
か

ら
雨

水
が

侵
入

し
、

温
度

上
昇

に
よ

り
軟

化
し

た
箇

所
に

、
航

空
機

載
荷

に
よ

り
、

灯
器

と
の

間
に

応
力

集
中

し
、

局
所

的
に

破
損

。
②

舗
装

整
備

後
に

溝
切

配
線

し
た

際
に

使
用

さ
れ

た
充

填
材

が
劣

化
及

び
高

温
に

よ
る

軟
化

に
よ

り
、

は
く
離

し
破

損
。

・
現

地
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

実
施

（
常

温
合

材
）

　
①

2
.2

×
0
.6

ｍ
×

厚
さ

8
c
m

　
②

1
.0

×
1
.0

ｍ
×

厚
さ

1
2
c
m

・
１

７
時

運
用

再
開

・
8
月

1
日

早
朝

に
補

修
を

実
施

（
加

熱
合

材
：
改

質
Ⅱ

型
）

　
①

幅
1
.5

×
長

1
2
.0

5
ｍ

×
厚

8
c
m

　
②

幅
3
.0

×
2
.0

m
×

厚
1
2
c
m

・
所

内
関

係
者

へ
情

報
共

有

・
巡

回
点

検
強

化
（
徒

歩
目

視
、

頻
度

1
回

/
週

）
。

・
破

損
箇

所
周

辺
の

舗
装

か
ら

採
取

し
た

供
試

体
を

試
験

し
材

料
物

性
デ

ー
タ

を
取

得
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

1
5

8
月

4
日

6
時

3
5
分

関
西

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

に
お

い
て

、
舗

装
の

異
常

を
発

見
、

施
設

管
理

担
当

が
現

場
確

認
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

破
損

を
確

認
・
滑

走
路

に
隣

接
す

る
部

位
で

あ
り

運
用

調
整

の
後

、
緊

急
補

修
を

実
施

過
去

に
補

修
し

た
部

位
の

支
持

力
の

不
均

一
箇

所
に

繰
返

し
荷

重
載

荷
し

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

、
雨

水
等

の
影

響
に

よ
り

付
着

低
下

し
、

は
く
離

が
発

生

・
現

場
確

認
、

緊
急

補
修

の
調

整
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
樹

脂
モ

ル
タ

ル
充

填
：
0
.8

×
0
.2

1
m

×
厚

さ
1
2
c
m

）
を

実
施

。
・
1
7
時

0
分

運
用

再
開

・
施

設
管

理
部

門
へ

情
報

共
有

今
後

の
巡

回
点

検
に

お
い

て
、

同
様

の
補

修
箇

所
に

つ
い

て
注

意
深

く
点

検
す

る
。

・
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

1
6

8
月

1
2
日

1
5
時

3
8
分

関
西

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

に
お

い
て

舗
装

の
異

常
を

発
見

し
、

施
設

管
理

担
当

が
現

地
に

て
舗

装
の

破
損

（
0
.5

×
0
.2

m
）
を

確
認

・
破

損
状

況
に

よ
り

緊
急

補
修

を
実

施

灯
器

目
地

周
り

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
り

軟
化

し
た

箇
所

に
、

航
空

機
載

荷
に

よ
り

、
灯

器
と

の
間

に
応

力
集

中
し

、
局

所
的

に
破

損

・
現

場
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
配

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
0
.5

m
×

横
0
.2

m
×

厚
さ

9
c
m

)
・
1
8
時

0
分

運
用

再
開

・
8
/
1
3
早

朝
に

補
修

（
加

熱
合

材
：
縦

0
.7

m
×

横
0
.7

m
×

厚
さ

1
2
c
m

）
を

実
施

・
施

設
管

理
部

門
へ

情
報

共
有

次
回

の
巡

回
点

検
に

お
い

て
は

、
灯

器
周

辺
の

打
音

点
検

を
併

用
し

て
行

う
。

・
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

1
7

8
月

1
3
日

1
5
時

頃
成

田
国

際
空

港
誘

導
路

・
ト

ー
イ

ン
グ

ト
ラ

ク
タ

ー
の

運
転

手
よ

り
管

制
塔

に
、

誘
導

路
上

に
舗

装
の

異
常

が
あ

る
旨

の
連

絡
あ

り
・
現

場
確

認
し

、
舗

装
破

損
（
0
.4

×
1
.8

m
）
を

確
認

・
破

損
状

況
に

よ
り

緊
急

補
修

材
を

実
施

老
朽

化
に

よ
り

発
生

し
た

微
細

ク
ラ

ッ
ク

か
ら

降
雨

が
浸

水
し

た
部

位
に

、
繰

返
し

荷
重

が
載

荷
し

骨
材

と
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

分
離

し
破

損

・
現

場
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

(常
温

合
材

：
縦

1
.8

m
×

横
0
.4

m
×

厚
さ

5
c
m

)を
実

施
・
1
6
時

5
分

運
用

再
開

・
同

日
深

夜
に

周
辺

を
含

め
補

修
実

施
（
加

熱
合

材
）

・
関

係
者

の
連

絡
会

議
に

て
報

告

層
間

は
く
離

が
広

範
囲

の
お

よ
ぶ

こ
と

を
考

慮
し

、
当

該
誘

導
路

全
体

の
補

修
と

し
て

、
切

削
打

換
を

実
施

す
る

予
定

。

空
港

管
理

者
に

対
し

、
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。
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番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
（
作

業
方

法
の

見
直

し
、

点
検

強
化

等
）

航
空

局
の

措
置

1
8

8
月

2
0
日

1
5
時

1
0
分

関
西

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

に
お

い
て

、
舗

装
の

異
常

を
発

見
し

、
施

設
管

理
担

当
が

現
場

確
認

し
、

舗
装

の
破

損
（
0
.6

×
0
.2

5
m

）
を

確
認

・
常

温
合

材
に

よ
る

緊
急

補
修

を
実

施 ・
同

日
深

夜
に

周
辺

も
含

め
補

修
を

実
施

灯
器

目
地

周
り

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
り

軟
化

し
た

箇
所

に
、

航
空

機
載

荷
に

よ
り

、
灯

器
と

の
間

に
応

力
集

中
し

、
局

所
的

に
破

損

・
路

面
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
配

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
0
.6

m
×

横
0
.2

5
m

×
厚

さ
9
c
m

）
・
施

設
管

理
部

門
へ

情
報

共
有

・
1
7
:0

0
運

用
再

開
・
8
月

2
1
　

0
:0

0
か

ら
補

修
実

施
（
加

熱
合

材
：
縦

0
.6

×
横

0
.8

m
×

厚
さ

0
.1

1
m

）

次
回

の
巡

回
点

検
に

お
い

て
は

、
灯

器
周

辺
の

打
音

点
検

を
併

用
し

て
行

う
。

空
港

管
理

者
に

対
し

、
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

1
9

8
月

2
4
日

1
5
時

1
5
分

関
西

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ッ

ェ
ク

時
に

お
い

て
、

舗
装

の
異

常
を

発
見

し
施

設
管

理
担

当
が

現
場

確
認

し
、

舗
装

破
損

（
0
.5

×
0
.1

m
隆

起
４

ｃ
ｍ

）
を

確
認

・
悪

天
候

の
た

め
補

修
は

、
翌

日
天

候
回

復
後

に
実

施
こ

と
と

し
、

2
5
日

に
補

修
を

実
施

灯
器

目
地

周
り

か
ら

雨
水

が
侵

入
し

、
温

度
上

昇
に

よ
り

軟
化

し
た

箇
所

に
、

航
空

機
載

荷
に

よ
り

、
灯

器
と

の
間

に
応

力
集

中
し

、
局

所
的

に
破

損

・
現

場
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
配

出
・
2
5
日

1
7
:3

0
　

補
修

実
施

（
加

熱
合

材
：
縦

1
.5

m
×

横
1
.2

m
×

厚
さ

3
4
ｃ
ｍ

）
・
2
5
日

2
2
:3

0
　

運
用

再
開

・
施

設
管

理
部

門
へ

情
報

共
有

次
回

の
巡

回
点

検
に

お
い

て
は

、
灯

器
周

辺
の

打
音

点
検

を
併

用
し

て
行

う
。

・
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

2
0

9
月

2
日

5
時

4
0
分

成
田

国
際

空
港

誘
導

路
・
ラ

ン
ウ

ェ
イ

チ
ェ

ッ
ク

に
お

い
て

舗
装

の
異

常
を

発
見

、
施

設
管

理
担

当
が

現
地

に
て

確
認

し
舗

装
の

破
損

を
確

認
・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

・
施

工
目

地
よ

り
、

雨
水

が
浸

水
し

繰
り

返
し

載
荷

し
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

と
骨

材
の

付
着

が
低

下
し

破
損

し
た

も
の

と
想

定

・
現

場
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
0
.5

m
×

横
0
.6

m
）
を

実
施

・
7
時

:5
9
分

運
用

再
開

・
同

日
夜

間
に

補
修

実
施

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
：
縦

5
.2

m
×

横
4
.1

m
×

厚
さ

8
c
m

）
・
関

係
者

連
絡

会
議

に
て

事
案

報
告

原
因

詳
細

に
つ

い
て

は
今

後
調

査
を

予
定

。
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

2
1

9
月

9
日

5
時

4
5
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路
・
周

辺
を

走
行

し
て

い
た

ト
ー

イ
ン

グ
車

両
か

ら
通

報
・
施

設
管

理
担

当
が

現
場

確
認

し
、

舗
装

破
損

（
1
.5

m
×

1
.5

m
）
を

発
見

・
破

損
状

況
か

ら
緊

急
補

修
を

実
施

・
老

朽
化

に
よ

り
発

生
し

た
微

細
ク

ラ
ッ

ク
か

ら
降

雨
が

浸
水

し
た

部
位

に
、

繰
返

し
荷

重
が

載
荷

し
骨

材
と

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
分

離
し

破
損

・
現

場
確

認
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
、

緊
急

補
修

（
常

温
合

材
：

縦
1
.5

m
×

横
1
.5

m
×

厚
さ

8
c
m

）
を

実
施

・
8
時

3
0
分

運
用

再
開

・
同

日
夜

間
に

補
修

（
加

熱
合

材
（
改

質
Ⅱ

型
）
：
縦

7
.3

m
×

横
7
.7

m
×

厚
さ

1
5
c
m

）
を

実
施

・
広

範
囲

に
改

良
す

べ
く
検

討
を

実
施

す
る

。
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。
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消
防

機
材

・
車

両
不

具
合

番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
航

空
局

の
措

置

1
4
月

1
4
日

1
5
時

2
5

分

八
丈

島
空

港
消

防
車

庫
前

車
両

規
格

：
6
,0

0
0
㍑

級

走
行

訓
練

終
了

し
、

帰
所

後
メ

イ
ン

タ
レ

ッ
ト

の
脱

落
を

確
認

、
タ

レ
ッ

ト
操

作
不

能
の

た
め

消
火

能
力

低
下

と
な

っ
た

。

前
回

の
車

庫
入

庫
時

に
タ

レ
ッ

ト
を

格
納

せ
ず

に
車

庫
天

井
部

に
接

触
さ

せ
強

度
低

下
し

て
い

た
と

推
測

。

・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
者

所
内

へ
の

連
絡

・
修

理
依

頼
・
５

月
２

日
部

品
交

換
に

よ
り

復
旧

・
車

庫
入

れ
時

の
誘

導
員

配
置

に
つ

い
て

訓
練

要
領

を
修

正
。

・
全

職
員

に
対

し
、

小
さ

な
接

触
等

で
あ

っ
て

も
報

告
・
引

継
を

徹
底

す
る

よ
う

再
教

育
を

実
施

。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

2
5
月

2
日

8
時

3
0
分

福
島

空
港

消
防

車
庫

前

車
両

規
格

：
1
2
,5

0
0
㍑

級

始
業

前
点

検
に

お
い

て
、

消
火

薬
剤

（
泡

溶
液

）
が

放
出

で
き

な
い

状
態

と
な

り
消

火
能

力
低

下
と

な
っ

た
。

経
年

的
な

ボ
ー

ル
バ

ル
ブ

腐
食

に
よ

る
弁

の
不

具
合

。
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
者

所
内

へ
の

連
絡

・
修

理
依

頼
・
５

月
１

０
日

部
品

交
換

に
よ

り
復

旧

・
車

両
定

期
点

検
時

に
架

装
設

備
の

確
認

を
併

せ
て

行
う

。
各

空
港

管
理

者
へ

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

3
5
月

2
2
日

1
6
時

3
0

分

福
島

空
港

消
防

車
庫

前

車
両

規
格

：
1
2
,5

0
0
㍑

級

試
験

放
水

実
施

時
に

お
い

て
、

消
火

薬
剤

（
泡

溶
液

）
が

放
出

で
き

な
い

状
態

と
な

り
、

消
火

能
力

低
下

と
な

っ
た

。

老
朽

化
に

よ
る

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
基

盤
の

不
良

及
び

エ
ア

シ
リ

ン
ダ

ー
の

不
良

。

・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
者

所
内

へ
の

連
絡

・
修

理
依

頼
・
過

去
不

良
の

あ
っ

た
部

品
の

交
換

、
基

盤
交

換
、

エ
ア

シ
リ

ン
ダ

ー
交

換
、

調
整

運
転

・
８

月
２

０
日

復
旧

・
車

両
定

期
点

検
時

に
架

装
設

備
の

確
認

を
併

せ
て

行
う

。
各

空
港

管
理

者
へ

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

4
5
月

2
6
日

6
時

3
0
分

富
山

空
港

消
防

車
庫

前

車
両

規
格

：
1
2
,5

0
0
㍑

級

始
業

前
点

検
に

お
い

て
、

ポ
ン

プ
の

作
動

ス
イ

ッ
チ

が
入

ら
ず

作
動

し
な

い
た

め
、

放
水

で
き

な
い

状
態

と
な

り
消

火
能

力
低

下
と

な
っ

た
。

老
朽

化
に

よ
る

、
コ

ン
ト

ラ
ー

基
盤

内
の

電
気

部
品

の
故

障
。

・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
者

所
内

へ
の

連
絡

・
５

月
２

８
日

修
理

に
よ

り
復

旧

・
車

両
整

備
資

格
保

有
の

整
備

担
当

者
に

よ
り

適
宜

点
検

を
実

施
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。
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番 号
発

生
日

発
生

場
所

・
箇

所
発

生
事

案
概

要
原

因
事

案
後

の
対

応
対

策
航

空
局

の
措

置

5
7
月

2
日

6
時

4
0
分

富
山

空
港

消
防

車
庫

前

車
両

規
格

：
1
2
,5

0
0
㍑

級

始
業

前
点

検
に

お
い

て
、

メ
イ

ン
タ

レ
ッ

ト
が

右
に

向
い

た
ま

ま
に

な
り

、
操

作
不

能
と

な
り

、
通

常
の

放
水

が
不

能
の

た
め

消
火

能
力

低
下

と
な

っ
た

。

リ
モ

ー
ト

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ハ
ン

ド
ル

内
に

あ
る

旋
回

軸
の

ポ
テ

ン
シ

ョ
ン

メ
ー

タ
の

老
朽

化
に

よ
る

故
障

。

・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
事

務
所

内
へ

の
連

絡
・
修

理
依

頼
・
７

月
３

日
交

換
修

理
に

よ
り

復
旧

・
車

両
整

備
資

格
保

有
の

整
備

担
当

者
に

よ
り

適
宜

点
検

を
実

施
す

る
。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

6
7
月

2
1
日

8
時

2
分

松
山

空
港

消
防

車
庫

車
両

規
格

:
1
2
,5

0
0
㍑

級

始
業

時
点

検
に

お
い

て
ポ

ン
プ

室
付

近
に

て
エ

ア
漏

れ
が

発
見

さ
れ

、
通

常
の

運
用

が
出

来
な

い
状

態
が

確
認

さ
れ

た
。

ポ
ン

プ
が

不
稼

働
の

た
め

消
化

能
力

低
下

と
な

っ
た

。

ポ
ン

プ
に

接
続

し
て

い
る

ホ
ー

ス
の

破
損

。
当

該
ホ

ー
ス

が
経

年
劣

化
に

よ
り

、
も

ろ
い

状
態

で
振

動
等

で
亀

裂
が

発
生

し
た

も
の

と
想

定

・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
者

所
内

へ
連

絡
・
修

理
依

頼
・
緊

急
措

置
に

よ
り

復
旧

・
7
月

2
5
日

運
用

時
間

外
に

当
該

ホ
ー

ス
交

換
修

理

・
汎

用
部

品
を

用
い

た
応

急
措

置
で

復
旧

で
き

る
こ

と
か

ら
、

現
状

の
点

検
体

制
で

対
応

す
る

。

各
空

港
管

理
者

へ
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

7
9
月

2
4
日

8
日

3
0
分

紋
別

空
港

消
防

車
庫

車
両

規
格

：
6
,0

0
0
㍑

級

始
業

時
点

検
に

お
い

て
、

ハ
ン

ド
ル

操
作

が
不

能
と

な
り

、
通

常
の

走
行

が
出

来
な

い
な

い
た

め
、

消
火

能
力

低
下

と
な

っ
た

。

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
用

油
圧

ポ
ン

プ
の

不
良

。
・
ノ

ー
タ

ム
発

出
・
自

治
体

消
防

、
エ

ア
ラ

イ
ン

、
管

理
者

所
内

等
へ

の
連

絡
・
修

理
依

頼
・
９

月
２

７
日

部
品

交
換

に
よ

り
復

旧

・
日

常
点

検
の

状
況

を
継

続
的

に
確

認
し

、
故

障
の

予
兆

に
つ

い
て

注
意

す
る

。
各

空
港

管
理

者
へ

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

1
無

許
可

進
入

4
月

1
1
日

1
1
時

0
0
分

三
沢

空
港

誘
導

路

施
設

維
持

工
事

を
実

施
す

る
た

め
、

工
事

監
督

者
が

無
線

交
信

に
よ

り
管

制
官

に
対

し
、

誘
導

路
へ

の
進

入
許

可
を

得
て

作
業

を
開

始
し

た
が

、
進

入
許

可
を

受
け

て
い

な
い

他
の

誘
導

路
に

進
入

し
た

。

無
し

・
作

業
場

所
に

つ
い

て
、

工
事

監
督

者
と

管
制

官
に

齟
齬

が
あ

っ
た

。
・
無

線
機

の
ブ

ラ
イ

ン
ド

エ
リ

ア
だ

っ
た

た
め

、
管

制
官

か
ら

の
呼

び
か

け
に

応
答

で
き

な
か

っ
た

。

・
関

係
機

関
へ

の
事

前
連

絡
の

チ
ェ

ッ
ク

表
を

導
入

。
・
作

業
予

定
日

報
を

前
日

に
管

理
部

署
に

送
付

。
・
作

業
連

絡
体

制
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
管

制
官

と
の

無
線

交
信

方
法

を
変

更
。

・
無

線
機

の
ブ

ラ
イ

ン
ド

エ
リ

ア
調

査
を

実
施

。
・
当

事
者

に
対

し
、

安
全

教
育

を
実

施
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
の

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

2
無

許
可

進
入

5
月

2
6
日

1
7
時

4
5
分

調
布

空
港

空
港

西
側

緑
地

帯

飛
行

場
標

識
の

剥
離

状
態

を
調

査
す

る
た

め
、

運
用

時
間

終
了

と
思

い
込

み
、

空
港

管
理

職
員

が
業

者
２

名
を

引
率

し
無

許
可

で
緑

地
帯

に
進

入
し

た
。

無
し

・
当

該
職

員
に

対
す

る
転

入
時

の
研

修
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
、

運
用

時
間

に
関

す
る

認
識

、
無

線
連

絡
の

必
要

性
等

に
つ

い
て

十
分

理
解

し
て

い
な

か
っ

た
。

・
当

事
者

に
対

し
、

制
限

区
域

管
理

に
係

る
規

程
及

び
制

限
区

域
車

両
運

転
講

習
の

再
教

育
。

・
新

規
転

入
者

に
対

し
、

無
線

交
信

の
実

施
訓

練
を

実
施

。
・
制

限
区

域
出

入
り

口
扉

に
、

制
限

区
域

立
入

前
の

確
認

事
項

を
掲

示
。

・
教

育
用

資
料

・
教

材
を

作
成

予
定

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

3
無

許
可

進
入

7
月

1
2
日

1
3
時

4
8
分

新
潟

空
港

有
害

鳥
獣

防
除

業
務

請
負

者
が

、
落

鳥
回

収
の

た
め

、
管

制
官

の
許

可
を

受
け

て
滑

走
路

無
し

・
着

陸
帯

に
進

入
す

る
際

、
無

線
機

の
携

帯
を

失
念

・
以

下
を

周
知

。
①

２
名

体
制

時
の

通
信

担
当

者
の

確
認

　
②

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

無
許

可
・
誤

進
入

時
分

着
陸

帯
の

た
め

、
管

制
官

の
許

可
を

受
け

て
滑

走
路

脇
の

着
陸

帯
に

進
入

し
た

が
、

無
線

機
を

携
帯

し
な

か
っ

た
た

め
、

管
制

官
か

ら
の

退
避

指
示

に
応

答
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、

到
着

機
が

着
陸

復
行

し
た

。

失
念

・
も

う
ひ

と
り

の
請

負
者

も
車

両
を

離
れ

、
無

線
機

を
聴

取
で

き
な

か
っ

た
。

・
管

制
官

と
の

情
報

交
換

不
足

①
名

体
制

時
の

通
信

担
当

者
の

確
認

②
無

線
機

携
帯

時
は

首
に

掛
け

る
こ

と
　

③
無

線
機

携
帯

状
態

の
相

互
確

認
　

④
管

制
官

指
示

内
容

の
相

互
確

認
・
有

害
鳥

類
防

除
業

務
実

施
細

目
の

改
正

し
、

管
制

官
と

の
交

信
手

順
（
予

想
回

収
時

間
の

通
報

を
含

む
）
を

定
め

た
。

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
の

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

4
無

許
可

進
入

7
月

1
6
日

1
4
時

3
0
分

新
千

歳
空

港 誘
導

路

不
法

侵
入

事
案

対
応

訓
練

終
了

後
、

消
防

車
庫

へ
戻

る
際

、
管

制
官

の
指

示
と

は
別

の
誘

導
路

に
進

入
し

、
走

行
し

た
。

無
し

・
運

転
者

及
び

同
行

者
共

誤
進

入
し

た
誘

導
路

を
指

示
さ

れ
た

誘
導

路
と

思
い

込
み

走
行

し
た

。
・
当

該
誘

導
路

の
走

行
頻

度
が

少
な

か
っ

た
。

・
走

行
前

の
経

路
確

認
が

疎
か

だ
っ

た
。

・
慣

熟
走

行
訓

練
の

実
施

・
誤

進
入

防
止

の
た

め
の

再
教

育
訓

練
（
空

港
平

面
図

上
で

目
標

物
等

を
確

認
す

る
訓

練
）

・
走

行
経

路
を

図
面

及
び

Ａ
Ｖ

Ｐ
Ｓ

（
空

港
内

の
図

面
表

示
シ

ス
テ

ム
）
等

に
よ

り
走

行
経

路
を

確
認

し
、

お
互

い
に

声
か

け
を

行
い

、
走

行
す

る
よ

う
周

知

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

5
無

許
可

進
入

9
月

2
6
日

1
1
時

4
5
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路

連
絡

車
に

よ
り

、
別

の
ス

ポ
ッ

ト
に

い
る

整
備

士
を

迎
え

に
行

く
際

、
管

制
官

の
許

可
を

受
け

ず
に

ス
ポ

ッ
ト

誘
導

経
路

を
横

断
し

た
。

無
し

・
当

該
者

に
対

す
る

ス
ポ

ッ
ト

付
近

で
の

車
両

運
用

に
係

る
ル

ー
ル

等
の

教
育

が
不

十
分

だ
っ

た
・
社

内
文

書
に

よ
り

本
事

案
の

社
内

周
知

を
実

施
し

、
注

意
喚

起
を

行
っ

た
。

・
当

該
者

に
対

し
制

限
区

域
安

全
管

理
規

程
及

び
車

両
運

転
の

再
訓

練
後

、
社

内
運

転
試

験
を

実
施

。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

6
無

許
可

進
入

9
月

2
6
日

1
7
時

3
9
分

中
部

国
際

空
港

誘
導

路

雨
水

升
調

査
の

た
め

エ
プ

ロ
ン

誘
導

路
境

界
線

を
越

え
、

無
許

可
で

誘
導

路
に

進
入

し
た

。
誘

導
路

を
走

行
中

の
航

空
機

が
、

当
該

作
業

員
を

発
見

し
、

誘
導

路
上

で
停

止
し

た
。

無
し

・
当

事
者

の
制

限
区

域
安

全
に

関
す

る
知

識
不

足 ・
所

属
事

業
所

で
の

制
限

区
域

安
全

に
関

す
る

教
育

は
新

任
時

の
み

で
、

以
降

教
育

は
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
・
事

前
の

作
業

内
容

確
認

不
足

・
課

員
全

員
に

注
意

喚
起

を
実

施
。

・
制

限
区

域
内

の
調

査
は

複
数

人
数

で
実

施
・
全

職
員

に
対

し
て

、
制

限
区

域
安

全
教

育
を

実
施

。
以

降
、

年
１

回
の

ペ
ー

ス
で

定
期

安
全

教
育

を
実

施
・
作

業
前

の
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
徹

底

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

7
誤

進
入

5
月

 2
日

0
0
時

0
1
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路

滑
走

路
に

着
陸

し
た

航
空

機
が

管
制

官
か

ら
誘

導
路

の
走

行
指

示
を

受
け

、
復

唱
も

正
確

で
あ

っ
た

が
、

閉
鎖

直
後

の
誘

導
路

の
一

部
に

進
入

し
た

。

無
し

・
当

該
機

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
当

該
空

港
へ

の
フ

ラ
イ

ト
が

初
め

て
で

あ
っ

た
た

め
、

曲
が

る
べ

き
誘

導
路

を
誤

認
し

た
。

・
空

港
管

理
者

と
し

て
は

、
誘

導
路

誤
進

入
対

策
を

執
る

直
前

で
あ

っ
た

・
本

事
案

は
運

航
者

の
原

因
に

よ
る

も
の

。
各

空
港

管
理

者
に

対
し

、
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。

8
誤

進
入

5
月

2
7
日

那
覇

空
港

滑
走

路
に

着
陸

し
た

航
空

機
は

ノ
ー

タ
ム

で
無

し
・
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
着

陸
時

、
先

行
機

が
当

該
閉

鎖
・
本

事
案

は
運

航
者

の
原

因
に

よ
る

も
の

。
各

空
港

管
理

者
に

対
し

、
8

誤
進

入
5
月

2
7
日

0
3
時

2
6
分

那
覇

空
港

誘
導

路

滑
走

路
に

着
陸

し
た

航
空

機
は

ノ
タ

ム
で

閉
鎖

中
の

誘
導

路
に

誤
進

入
し

た
。

無
し

パ
イ

ロ
ッ

ト
は

着
陸

時
、

先
行

機
が

当
該

閉
鎖

誘
導

路
上

で
待

機
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

た
こ

と
か

ら
、

当
該

誘
導

路
は

走
行

で
き

る
も

の
と

勘
違

い
し

た
。

・
ま

た
、

管
制

官
か

ら
の

指
示

を
聞

き
間

違
え

、
こ

れ
に

疑
念

を
持

っ
た

が
、

確
認

を
し

な
か

っ
た

。
・
閉

鎖
中

の
当

該
誘

導
路

は
工

事
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

当
該

誘
導

路
の

誘
導

路
中

心
線

灯
は

消
灯

し
て

い
た

が
、

閉
鎖

の
明

示
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。

本
事

案
は

運
航

者
の

原
因

に
よ

る
も

の
。

・
空

港
管

理
者

と
し

て
は

、
工

事
を

実
施

し
な

い
誘

導
路

の
閉

鎖
を

解
除

、
又

は
、

閉
鎖

誘
導

路
の

明
示

等
の

措
置

を
執

る
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
の

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。
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番 号
区

分
発

生
日

時
発

生
場

所
発

生
事

案
概

要
負

傷
者

原
因

講
じ

た
措

置
及

び
対

策
航

空
局

の
措

置

9
誤

進
入

6
月

2
6
日

1
時

1
1
分

新
千

歳
空

港 誘
導

路

離
陸

機
が

滑
走

路
に

向
か

う
途

中
、

閉
鎖

中
の

誘
導

路
を

走
行

し
た

。
管

制
官

は
当

該
誘

導
路

が
供

用
中

で
あ

る
と

誤
認

し
て

い
た

。

無
し

空
港

管
理

者
と

管
制

官
は

、
誘

導
路

の
閉

鎖
を

一
時

的
に

解
除

す
る

調
整

を
行

っ
た

が
、

そ
の

後
、

相
互

に
連

絡
・
確

認
が

な
さ

れ
な

か
っ

た
た

め
、

誘
導

路
閉

鎖
一

時
解

除
の

終
了

時
間

に
齟

齬
を

生
じ

た
。

・
空

港
管

理
者

と
管

制
官

の
申

し
合

わ
せ

に
関

連
項

目
の

改
善

を
行

う
。

・
空

港
管

理
者

は
、

閉
鎖

一
時

解
除

及
び

閉
鎖

一
時

解
除

の
終

了
の

時
間

及
び

管
制

官
へ

の
当

該
時

間
の

通
報

を
、

管
理

表
（
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

）
に

よ
り

管
理

を
行

う
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

10
誤

進
入

7
月

1
2
日

2
時

0
0
分

那
覇

空
港

誘
導

路

滑
走

路
に

着
陸

し
た

航
空

機
は

ノ
ー

タ
ム

で
閉

鎖
中

の
誘

導
路

に
誤

進
入

し
た

。
無

し
・
パ

イ
ロ

ッ
ト

は
当

該
誘

導
路

が
閉

鎖
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

確
認

不
足

だ
っ

た
・
閉

鎖
中

の
当

該
誘

導
路

は
工

事
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

当
該

誘
導

路
の

誘
導

路
中

心
線

灯
は

消
灯

し
て

い
た

が
、

閉
鎖

の
明

示
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。

・
本

事
案

は
運

航
者

の
原

因
に

よ
る

も
の

。
・
空

港
管

理
者

と
し

て
は

、
工

事
を

実
施

し
な

い
誘

導
路

の
閉

鎖
を

解
除

、
又

は
、

閉
鎖

誘
導

路
の

明
示

等
の

措
置

を
執

る
。

各
空

港
管

理
者

に
対

し
、

事
例

周
知

を
実

施
し

た
。

空
港

管
理

者
の

執
っ

た
措

置
を

確
認

し
た

。

11
誤

進
入

8
月

 2
日

0
時

2
分

東
京

国
際

空
港

誘
導

路

離
陸

機
が

滑
走

路
に

向
か

う
途

中
、

閉
鎖

中
の

誘
導

路
に

誤
進

入
し

た
。

無
し

・
運

航
者

が
走

行
時

に
誘

導
路

を
誤

認
し

た
。

・
空

港
管

理
者

と
し

て
は

、
誘

導
路

誤
進

入
対

策
を

執
る

直
前

で
あ

っ
た

。

・
本

事
案

は
運

航
者

の
原

因
に

よ
る

も
の

。
各

空
港

管
理

者
に

対
し

、
事

例
周

知
を

実
施

し
た

。
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